　　　大野市滞在型企画旅行助成金交付要綱

（平成２３年４月１日告示第８０号）

改正　平成２４年３月２２日告示第３６号

平成２５年３月２８日告示第５９号

平成２７年３月２０日告示第５０号

　　　　　　　　　平成２８年３月２５日告示第６２号

平成３０年１１月２９日告示第２３９号

令和元年１１月１日告示第２０５号

令和４年４月１日告示第７９号

令和６年３月２５日告示６５号

　（趣旨）

第１条　大野市の観光を目的とした大野市外からの滞在型の企画旅行に対し、企画費用を助成することにより、旅行企画者の負担を軽減し、本市への滞在型観光客の誘致を促進するために必要な事項を定めるものとする。

　（定義）

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

　(1) 企画旅行　旅行業法（昭和２７年法律第２３９号）第２条第１項第１号に掲げる行為及び日本国外において適法に旅行業を営むものであって、旅行業の登録又は旅行業協会等へ加盟している団体（以下「国外旅行業者」という。）が実施する旅行をいう。

　(2) 旅行業者　旅行業法（昭和２７年法律第２３９号）第３条の登録を受けた者（以下「国内旅行業者」という。）及び特別補償の規約を持ち、大野市に対する連絡を日本語で円滑に行える国外旅行業者をいう。

　(3) 宿泊　大野市内に所在する旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）第２条第２項に定める旅館・ホテル営業若しくは同条第３項に定める簡易宿所営業を営む施設又はバンガロー及びキャンプ場において宿泊することをいう。
　(4) 飲食　大野市内の事業者又は市長が認める個人若しくは団体が提供する食事及び食事とともに提供する飲料で、その提供価格の合計金額が１人当たり１，０００円以上であるものをいう。

　(5) 貸切バス　道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第４条に規定される許可を受けて、一般貸切旅客自動車運送事業を行うバスのことをいう。

　(6) 体験活動　観光旅行者が、大野市内で１人当たり１，０００円以上を支払って自然や文化に触れる活動又は市長が認める活動をいう。

（７）ＪＲ越美北線利用企画　ＪＲ越美北線を利用し、かつ、大野市内の駅での乗降を伴う企画旅行をいう。

　（助成対象者）

第３条　助成対象者は、大野市への企画旅行を作成し、大野市内での移動を貸切バスで行う旅行業者とする。ただし、日本国内の金融機関の口座を所有する者とする。
　（助成対象事業）

第４条　助成対象は、国内旅行業者が実施する場合は１５人以上で催行する企画旅行、国外旅行業者が実施する場合は日本国外から渡航する者１０人以上で催行する企画旅行とし、次の各号に掲げる要件のいずれかに該当する企画旅行（以下、「助成対象事業」という。）とする。ただし、宗教、政治、興行、学校行事、視察、大会への参加を目的とする旅行及び大野市が実施する他の助成を受けている事業を除く。
(1) 飲食を日程に組み入れたもの

　(2) 宿泊を日程に組み入れたもの

　(3) 体験活動を日程に組み入れたもの

　（助成金）

第５条　助成金の額は、助成対象事業において大野市内の移動に使用する貸切バス１台につき、該当する前条各号の要件の数に１０，０００円を乗じて得た額とする。ただし、１の旅行業者が１年度に受ける助成金の額は、２００，０００円を上限とし、予算の範囲内で交付する。
２　前項において、助成対象事業がＪＲ越美北線利用企画である場合は、「１０，０００円」とあるのは「１５，０００円」と読み替えるものとする。

　（助成金の申請及び実績報告）

第６条　助成金の交付を受けようとするものは、大野市滞在型企画旅行助成金交付申請書兼実績報告書（様式第１号。以下「申請書兼実績報告書」という。）に、飲食、宿泊又は体験活動の事実が確認できる書類及び旅行日程や参加人数等企画旅行の内容が分かる書類を添付して、市長に提出しなければならない。ただし、国外旅行業者に限り、電子メールへのファイル添付により申請できるものとする。

　（決定の通知）

第７条　市長は、前条に規定する申請書兼実績報告書を受理した場合は、その審査の結果について、大野市滞在型企画旅行助成金交付決定通知書（様式第２号）により、申請者に通知しなければならない。
（助成金の請求及び支払い）

第８条　申請者は、助成金の交付を受けようとするときは、大野市滞在型企画旅行助成金交付請求書(様式第３号)に交付決定通知書の写しを添付して市長に提出しなければならない。ただし、支払先は日本国内の金融機関の口座に限る。
　（その他）

第９条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

　　　附　則

　（施行期日）

１　この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。

　（この要綱の失効）

２　この要綱は、令和９年３月３１日限り、その効力を失う。
３　この要綱の規定によりなされた補助金の交付決定は、この要綱の失効後も、なおその効力を有する。

　　　附　則（平成２４年告示第３６号）

　この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２５年告示第５９号）

　この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２７年告示第５０号）

　この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２８年告示第６２号）

　この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成３０年告示第２３９号）

　この要綱は、告示の日から施行し、改正後の大野市滞在型企画旅行助成金交付要綱の規定は平成３０年４月１日から適用する。

　　　附　則（令和元年告示第２０５号）
　この要綱は、告示の日から施行する。

　　　附　則（令和４年告示第７９号）
　この要綱は、令和４年４月１日から施行する。

　　　附　則

この要綱は、令和６年３月３１日から施行する。

様式第１号（第６条関係）

　　　　年　　月　　日

大野市長　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　住所（所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　氏名（名称）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（代表者氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　電　話

　　　大野市滞在型企画旅行助成金交付申請書兼実績報告書

　大野市滞在型企画旅行助成金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申請するとともに実績を報告します。

記

１　企画旅行の名称

２　申請額　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

（1）該当する要件
□飲食を伴う観光

　　　　　　□宿泊

　　　　　　□体験活動

　(2)ＪＲ越美北線の利用の有無　※有りの場合、助成金の単価は15,000円

　　　　　　□有り

　　　　　　□無し

　(3)バスの台数

　　　　　　　　　　台

	助成金の単価①
	要件の数②
	バスの台数③
	助成金の申請額

①×②×③

	10,000円/15,000円
	件
	台
	円


３　企画旅行の概要

　　　　　別紙のとおり

<別紙>【企画旅行の概要】

	№
	旅行催行日
	参加人数
	企画旅行の概要

	１
	　　　年　　月　　日
	
	人
	・飲食を伴う観光

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・宿泊

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・体験活動

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

・ＪＲ越美北線の利用

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

	２
	　　　年　　月　　日
	
	人
	・飲食を伴う観光

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・宿泊

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・体験活動

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

・ＪＲ越美北線の利用

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

	３
	　　　年　　月　　日
	
	人
	・飲食を伴う観光

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・宿泊

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・体験活動

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

・ＪＲ越美北線の利用

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

	４
	　　　年　　月　　日
	
	人
	・飲食を伴う観光

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・宿泊

　　施設名(　　　　　　　　　　　)

・体験活動

　　内容(　　　　　　　　　　　　)

・ＪＲ越美北線の利用

　　内容(　　　　　　　　　　　　)


《注意事項》

下記書類を添付ください

　　・企画旅行の概要が分かる書類

　　・利用した宿泊、飲食又は体験活動の領収書の写し又は利用証明書

　　・企画旅行の日程表

　　・企画旅行に参加した者の人数が分かる書類（名簿や第３者が発行するもの）

様式第２号（第７条関係）

大野市指令　第　　号

住所(所在地)　　　　　　　　　　　　　　　

氏名(名称)　　　　　　　　　　　　　　　

(代表者氏名)　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　年　　月　　日付けで交付申請のあった大野市滞在型企画旅行助成金について、大野市滞在型企画旅行助成金交付要綱第７条の規定により次のとおり交付する。

　　　　　年　　月　　日

大野市長　　　　　　印　

記

１　助成金の対象となる企画旅行及びその内容は、　　　　年　　月　　日付け交付申請書兼実績報告書のとおりとする。

２　助成金の額は　　　　円とする。

３　交付した助成金については、その使途及び経理状況について市の監査を受けることがある。

様式第３号（第条８関係）

　　　　年　　月　　日

大野市長　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　住所（所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　氏名（名称）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（代表者氏名）　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　大野市滞在型企画旅行助成金交付請求書

　大野市滞在型企画旅行助成金交付要綱第８条の規定により、次のとおり請求します。

記

１　企画旅行の名称

２　請求額　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

３　振込先金融機関

	金融機関名
	
	支店名
	

	口座種別
	普通預金・当座預金
	口座番号
	

	フリガナ
	

	口座名義
	


　振込先金融機関口座の通帳の写し又はそれに準ずるものを添付してください
